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３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：２－１ 

こども学科への入学者数増加により大学全体の収容定員充足率は回復傾向にあるも

のの、音楽学科の在籍者数が、収容定員に対して依然大きく下回っている点は改善を

要する。  

 

 

４．改善状況及び結果 

 基準項目２－１について 

平成 29 年度の学園最重点課題として、組織的に推進した。【資料 2-1-1】 

熊本地震での建物大破の影響は大きく、種々の施策にもかかわらず、結果は伴っていな

いが、平成 30 年度以降も全力を挙げて学生募集を推進する。 

(1) 入学定員の変更 

 これまで入学定員を音楽学科 70 名、こども学科 30 名としていたが、平成 29 年度

から音楽学科 60 名、こども学科 40 名に変更した。【資料 2-1-2】 

(2) 県外を担当する広報マネージャーの委嘱 

高校訪問などの効率化のために、他県を専門に担当する広報マネージャーを採用 

した。 

(3) 指定校における生徒への戦略 

音楽教育に特に力を入れている指定校の生徒に個々の実績等を鑑み、個別アプロ 

ーチを強化した。 

(4) 音楽イベントの新たな試み 

 演奏会や公開レッスンなどのイベントは以前から精力的に展開しているが、他県

での出張レッスンや模擬授業などの新たな試みを積極的に展開し、高校生に音楽の

魅力を伝えている。 

(5) ホームページや学園案内の一新 

 地震で大破した校舎が、いかに魅力的なキャンパスに生まれ変わるかを、ＣＧな

どを利用し、印象的な画像などで強調したものに一新した。 

 

５．エビデンス（根拠資料）一覧 

 基準項目２－１の資料 

資料 2-1-1 平成 29 年度目標実施計画 2『学生募集』 

資料 2-1-2 定員の変更にかかる学則改正の理事会議事録 
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３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：２－８ 

教養教育を実施するための組織上の措置と責任体制が存在しないので、整備するよ

う改善が必要である 。 

 

 

４．改善状況及び結果 

 基準項目２－８について 

   

 平成 29 年 4 月に教養教育委員会【資料 2-8-1】を設置した。 

 この委員会の構成員は、学部長、各学科長及び教授会で選出された委員若干名とし、そ

の扱う課題を以下のように定めた。 

(1) 教養教育に関する年度計画及び評価に関する事項 

(2) 教養領域科目群の編成に関する事項 

(3) 教養領域科目群の担当及び実施に関する事項 

(4) 前条により審議を付託された事項 

(5) その他教養教育に関する全学的事項 

 

 本学園は平成 29 年度から目標管理制度を開始したが、当委員会は「教養教育の充実」を

目標に設定して活動を始めた【資料 2-8-2】。具体的には、本学特有の科目「文化芸術論」

の内容充実を図った。特に、音楽文化以外の文化に触れる「文化の探究」として、舞台芸

術だけでなく、日本の伝統文化や音楽著作権について学ぶなど内容の充実を図った。また、

「読む、書く、話す、聴く」力の育成を中心に据え、音楽大学生としての自己表現力やキ

ャリア形成などについて学ぶ初年次教育を実施した。 

 

５．エビデンス（根拠資料）一覧 

 基準項目２－８の資料 

   

資料 2-8-1 教養教育委員会規程 

資料 2-8-2 平成 29 年度目標実施計画 11『教養教育の充実』 
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３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：３－４ 

監事が大学運営に係る重要な法令の改正対応した学内規則の見直し・整備に関する

法人の業務執行の状況を点検していないなど、監事の職務が適切にされていない点に

ついて改善を要する。 

 

 

４．改善状況及び結果 

 基準項目３－４について 

 

(1) 監事研修会の受講 

文部科学省が主催する監事研修会に参加している。【資料 3-4-1】 

(2) 公認会計士とのコミュニケーション 

公認会計士による期末監査中に監事とのコミュニケーションの機会を設け、監事

がより適切な監査を実施できるようになった。【資料 3-4-2】 

(3) 監査計画 

監事が年度の初めに業務監査の計画書を作成することにより、限られた時間で重

点を抑えた効果的な監査ができるようになった。【資料 3-4-3】 

(4) 監事の交代 

監事 2 名のうち 1 名を、本学園の元理事及び事務局長に交代し、2 名とも公益法

人の運営を熟知した人材とした。【資料 3-4-4】【資料 3-4-5】なお、平成 30 年 8

月新任監事研修会に参加予定。 

 

５．エビデンス（根拠資料）一覧 

 基準項目３－４の資料 

   

資料 3-4-1 監事研修受講報告書 

資料 3-4-2 決算に関するコミュニケーションのご案内 

資料 3-4-3 監事監査計画書 

資料 3-4-4 平成 29 年 12 月定例理事会議事録 

資料 3-4-5 監事履歴書 

 


